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１ ねらい 

昨年度に続き、本年度も新型コロナウイルス感染拡大防止対策をとって、児童の安全を確保しな

がらも、児童の実態に合わせた体力向上を目指した取組が各校に求められている。本県では８月２

７日から９月３０日まで緊急事態宣言が発出され、なお一層の安全対策をとりながらの授業実践が

求められた。本校では教育活動ガイドラインの見直しを随時行い、体育時における安全を確保しな

がら、運動量を確保して、児童が楽しめる体育の授業実践を模索してきた。 
本年度の学校経営方針に、「校内研修の充実」がある。体力づくりを充実させるために、職員で指

導法を共有できるような校内研修を継続的に行う必要がある。また、児童に個別最適な学びを実現

するためには、一定の目標を全ての児童が達成することを目指し、児童一人一人の特性に応じて、

最適な方法で学習を進めることが求められており、従来の指導法からの脱却が求められている。そ

こで、体育主任として多くの学級の体育を担当している経験を生かして、具体策を全職員に示し、

職員間の情報共有を積極的に行っていきたいと考えた。 
 
２ 実施内容 

ア 体育科の方針の作成と年度当初の共通理解 
・４月１日に学校長より示された本年度の学校教育方針を受けて、体育の授業をどのように行うか、

年度始めの職員会議で基本的な考え方を示した。 
イ 教育活動ガイドラインの見直し 
・４月、６月、８月に体育の授業の実施方法について検討を行い、感染症予防対策をとり、また安

全面に配慮して体育の授業が実施できるよう、ガイドラインを改定して周知した。 
ウ 児童の体力の現状の共有 

・新体力テストの結果を基に、児童の体力の実態について、Tスコアを元にして各学年男女別の運動 

面の強みと弱みを現状分析シートに示して、共有した。 

エ 教科体育における指導方法の共有 

・体育主任が担当している 6学級の体育の授業から、児童たちが学んでいる様子を写真で記録し、「体 

育だより」として先生方に提供を試みた。どのように教えるのかではなく、児童たちがどのよう 

に学んでいるかに焦点を当てることとで、児童の姿の後ろにある指導の工夫を伝え、各学年での 

授業実践に生かせるような情報提供に努めた。 

オ ICT を活用した情報共有 

・上記の「体育だより」を Google のアプリケーションを活用して作成し、文章だけでなく写真や動 

画を盛り込んで資料を作成した。資料へのリンクを共有することで、いつでも誰でもオンライン

上で資料を見ることができるようにした。 

カ 児童たちが進んで運動遊びに取り組める運動器具の購入 

・密集や接触を避けて、児童達が休み時間や昼休みに遊ぶことができる運動器具の購入を、学年 

主任会で提案し、理解を求めた。 

 

３ 主な成果 

・新体力テストの結果から、児童の体力の実態が分かったことで、体育の補助運動を工夫する視点 
を得ることができた。 

・学年主任会で、各学級に新たに柔らかいソフトボールを購入する提案をし、理解を得られたこと 

で新しい運動器具の購入につながった。休み時間や昼休みに、校庭でキャッチボールをして遊 

ぶ姿が見られるようになった。 

・８月２７日から９月３０日までの緊急事態宣言の期間では、児童の密集や接触が避けられる種目 

を提案し、全校体制で実施することができた。校庭ではベースボール型ゲーム（ティーバッティ 

ング）、体育館ではネット型ゲーム（プレルボール）を発達の段階に応じた形で行った。 

児童数 学級数 内容区分 (あてはまるものすべてに○を記入) 

３０２名 １６ 

( ) 児童生徒の体力向上に向けて体力向上プログラムを使った取組 

(○) 新体力テストの調査結果を踏まえた授業等の工夫・改善の取組 

(  ) 体つくりに関する家庭との連携 

(○) 教職員の資質向上のための取組 



４ 資料 

Ｒ３新体力テスト 学年男女別 現状分析シート 体育だより 補助運動 長縄跳び 

体育だより ベースボール型ゲーム 体育だより プレルボール 

 


